
 

燕・弥彦総合事務組合通信 №24                   令和 5年 1月 1日発行 

燕・弥彦総合事務組合は、燕市と弥彦村で構成している一部事務組合で、燕市と弥彦村管内

の「消防・救急」、「ごみ処理場・最終処分場」、「斎場」、「水道」の管理運営を行っていま

す。「燕・弥彦総合事務組合通信」では、皆さんの生活に身近な組合の情報を定期的にお知らせ

しますので、ぜひご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

燕・弥彦総合事務組合通信  

 

Topic 

１ 
冬の凍結から水道管を守りましょう 
早めの点検、対策をお願いします 
 

■水道局 施設課 ☎0256-64-7400 

●凍結しやすいところ 

水道管は、気温がマイナス４℃以下になると凍結しやすくなります。 

風当りの強い建物の北側は特に注意が必要です。 

屋外でむき出しになっている水道管は特に注意が必要です。 

●凍結させないために 

●破裂してしまったら 

止水栓を閉め水道を止めて指定給

水装置工事事業者に修理を依頼して

ください。 
（修理費等はお客様の負担となります。） 

メータボックス 

給湯器(周辺)も 

注意が必要です 

空き家や冬季間不在となるときは、 

止水栓を閉めておくことも有効です。 
むき出しになっている水道管

は、保温材の取り付けが効果的

です。 

（凍結防止ヒーターの取り付けなども

効果があります。) 

保温材の損傷にも注意 

●凍結してしまったら

させない

ために 

自然に解けるのを待ってください。 

水道を早く使用したい場合は、 

じゃ口を全開にしてタオル等を 

あてて、ぬるま湯（約 50℃）を 

ゆっくりかけ解凍してください。 

※熱湯をかけると破裂する 

恐れがあります。 

 

保温材 

ビニールテープ 

ぬるま湯 

回覧  
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区 分 決 算 額  区 分 決 算 額 

分担金及び 

負 担 金 
２５億１，２８７万円  議 会 費 ５７万円 

使用料及び 

手 数 料 
２億４，７６４万円  総 務 費 １億３，５８５万円 

国庫支出金 ３４万円  衛 生 費 ７億４，２４７万円 

財 産 収 入 ５，０３１万円  消 防 費 １７億３，０４４万円 

諸 収 入 ２，１０３万円  公 債 費 ２億７，２７８万円 

組 合 債 ５，２５０万円  予 備 費 ０円 

合 計 ２８億８，４６９万円  合 計 ２８億８，２１１万円 

 

※千円以下を四捨五入で記載してあるため合計額と一致しない場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 消防ポンプ自動車購入（１台） ４，６８６万円 

● はしご車オーバーホール    ４，９９４万円 

● 燕市消防団小型動力ポンプ付積載車購入（３台） １，９１１万円 

 

 

 

令和３年度 燕・弥彦総合事務組合一般会計の
決算をお知らせします 

Topic 

2  

令和３年度の歳入総額は２８億８，４６８万円、歳出総額は２８億８，２１１万円で、歳入

歳出差引額は２５７万円となりました。前年度と比較して、歳入総額は４．１１％（１億２，

３６５万円）の減、歳出総額においても４．１３％（１億２，４０６万円）の減となりまし

た。 

令和３年度に実施した主な実績 

 

 

 

 

 
消防ポンプ自動車 

(燕消防署三王渕出張所) 

 

歳 入 総 額   ２８ 億 ８，４６８ 万円 

歳 出 総 額   ２８ 億 ８，２１１ 万円 

歳入歳出差引額         ２５７ 万円 

 

令和３年度の決算額 

 

歳入状況 

 

はしご車オーバーホール 

（吉田消防署） 

 

小型動力ポンプ付積載車 

（燕市消防団） 

 

歳出状況 

 

■総務消防局 総務課 ☎0256-92-1210 

 

消防 消防 

 

消防 
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区 分 決 算 額  区 分 決 算 額 

収益的収入 ２１億７，５４７万円  資本的収入 ２０億８，８０８万円 

収益的支出 １５億６，４４９万円  資本的支出 ３５億６，７８９万円 

■浄水場施設再構築事業 【計画期間】平成 29年度～令和 8 年度 

老朽化した浄水場施設を統廃合し、新たに統合浄水場(令和 7年度供用開始予定)を建設する事業です。 

 

   

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

■老朽管路更新事業 【計画期間】令和元年度～令和 8年度 

 

 

 

 
 
 

 

会計名 資金不足比率（％） 経営健全化基準 

水道事業会計 ― 20.0％ 

※資金不足額がない場合は、「―」となります。 

令和３年度 燕・弥彦総合事務組合水道事業会計

の決算をお知らせします 

収益的収支 

■水道局 経営企画課 ☎0256-64-7400 

 

※資本的収支の

不足額は、積立 

金等の内部留保

資金で補てんし

ました。 

令和４年 11 月に開催された燕・弥彦総合事務組合議会第２回定例会において、令和３年度燕・

弥彦総合事務組合水道事業会計の決算が認定されました。水道事業会計の決算は通常、水道水をつ

くるための「収益的収支」と水道施設をつくるための「資本的収支」に分けて決算書を作成します。 

 

令和３年度の主な建設事業 

◎財政健全化法に基づき、令和３年度の資金不足比率を公表します。 

資金不足比率とは・・・ 

公営企業会計の資金不足額が事業の規

模に対してどのくらいの割合になるの

かを示す指標です。 

資本的収支 消費税及び地方消費税含む 消費税及び地方消費税含む 

Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8

詳細設計

建設工事

詳細設計

建設工事

浄水場廃止

浄水場等

整備事業

送配水管

整備事業

年　　度

用地取得

供用開始

統合浄水場造成工事

実 

績 

値 

と 

計 

画 

値 

決算額  24 億 7,037 万 5 千円  

 

決算額  6 億 3,002 万 1 千円  

 

【令和３年度の主な事業内容】 

●統合浄水場用地の造成工事 

●浄水場等整備事業（DBO事業） 

 ●送配水管整備事業（DB事業） 

【令和３年度の主な事業内容】 

●老朽管路更新工事  6.2km 

 ・耐震性の低い石綿セメント管の更新 5.2km 

 ・重要給水施設管路(※)の耐震化工事 1.0km 

※重要給水施設管路：地震災害時において給水拠点となる避難所

や防災拠点となる市役所、村役場、消防本部等に給水する管路 

令和 5年度でゼロにします 

令和８年度で 100％にします 

Topic 

3 
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Topic 

4 

燕・弥彦総合事務組合（消防・環境・水道） 

◆編集／発行 燕・弥彦総合事務組合 総務消防局（消防・環境） 

〒959-0248 新潟県燕市吉田浜首 408 番地 1 

◆電話 0256(92)1210  ◆FAX 0256(92)1129 

◆E-mail soumu@tysogo.jp 

◆ホームページ:https://www.tysogo.jp 
燕・弥彦総合事務組合 

■総務消防局 消防本部 ☎0256-92-1119 

 

■水道局 経営企画課 ☎0256-64-7400 

 

 

水道料金（基本料金）の減免は２月検針分までです 

～ ３月検針分から、従来どおりの水道料金をご請求させていただきます ～ 

令和４年７月検針分から行っている水道料金(基本料金)の減免は、令和５年２月検針分で終了し

ます。 

減免期間が終了する令和５年３月検針分から、従来どおりの水道料金をご請求させていただきま

すので、お間違えのないようご確認ください。 
 

【 対 象 者 】官公庁と臨時用（一時的に使用するもの）を除く、すべての使用者。 

【減免対象額】水道局ホームページで試算できます。 

【 認定検針 】積雪など障害物のため、やむなく認定検針（過去の使用量から推定）させていただ
く場合があります。 

認定指針された翌月の検針で水道使用量が差し引かれない場合は、翌月以降の水道
使用量に応じて水道料金を精算させていただきますので、ご理解をお願いいたしま

す。 

【 お 願 い 】水道メーターの上に物などを置かないでください。 

積雪時は雪を除けてくださいますようご協力をお願いします。 

Topic 

5 
救急隊員の分娩介助講習を行いました 

 11月 5日・6日に消防本部に講師を招き、「病院前分娩介助プログラム（NCAP）」の訓練を行

いました。 

 講習内容は、救急隊員による分娩教育や分娩介助、新生児蘇生、母体管理の３要素を組み込ん

だ実践的シナリオ訓練を行いました。 

 分娩介助は、妊産婦が病院に搬送されるまでの間の症例として極めて少ないですが、今回の講

習を通して、より実践的な技術を学びました。今後も日々訓練を重ね、救急活動技術の向上に努

めます。 

新生児蘇生訓練の様子 
分娩介助訓練の様子 

mailto:soumu@tysogo.jp

